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な
ぜ
習
近
平
が
選
ば
れ
た
の
か

  
　
　
　
　
　 

中
国
に
お
け
る
制
度
化
さ
れ
た
集
団
指
導
体
制
下
の
権
力
継
承 

　
　

李
　
　
　
昊　

は
じ
め
に

　

二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
二
日
、
第
二
十
回
中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会
に
お
い
て
、
六
九
歳
の
習
近
平
は
中
央
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。

翌
日
の
第
一
回
中
央
委
員
会
全
体
会
議
に
お
い
て
、
総
書
記
に
選
出
さ
れ
、
異
例
の
第
三
期
政
権
を
発
足
さ
せ
た
。
二
〇
一
二
年
一
一
月
、

習
近
平
が
総
書
記
に
就
任
し
た
と
き
、
最
高
指
導
者
の
任
期
は
二
期
十
年
と
い
う
不
文
律
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
し
、
権
力

基
盤
が
脆
弱
な
習
近
平
総
書
記
は
、
江
沢
民
と
胡
錦
濤
の
二
人
の
元
総
書
記
の
介
入
に
悩
ま
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
事
前
の
予
想
を
こ
と
ご
と
く
覆
し
、
習
近
平
は
急
速
に
権
力
を
集
中
さ
せ
た
。
個
人
支
配
体
制
の
確
立
に
成
功
し
、
定

年
制
の
不
文
律
を
打
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
習
近
平
は
「
羊
の
皮
を
被
っ
た
狼
」
だ
っ
た
。

　

二
〇
〇
七
年
の
党
大
会
時
、
習
近
平
は
五
四
歳
の
若
さ
で
あ
り
、
二
〇
一
二
年
よ
り
二
期
十
年
政
権
運
営
の
中
心
を
担
え
る
こ
と
に
加

え
、
同
世
代
の
李
克
強
よ
り
も
上
位
の
六
位
で
最
高
指
導
部
入
り
を
果
た
し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
習
近
平
が
次
期
最
高
指
導
者
に
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事
実
上
内
定
し
た
と
広
く
認
識
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
習
近
平
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
強
力
な
地
位
を
確
立
で
き
る
と
思
っ
た
者
は
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
。
な
ら
ば
、
な
ぜ
習
近
平
が
最
高
指
導
者
に
選
ば
れ
た
の
か
。
中
国
共
産
党
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
、
習
近
平
に
何
を
期

待
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
習
近
平
が
最
高
指
導
者
に
選
ば
れ
た
過
程
と
そ
の
理
由
を
分
析
し
た
い
。
胡
錦
濤
政
権
期
に
お
い
て

中
国
の
指
導
者
に
求
め
ら
れ
る
素
質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
中
国
の
集
団
指
導
体
制
が
胡
錦
濤
政
権
期
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
こ
と
を

論
じ
る
。
中
国
に
お
け
る
今
日
の
急
速
な
個
人
支
配
化
は
当
時
の
想
定
と
は
大
き
く
異
な
る
展
開
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

本
稿
で
は
、
以
下
の
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
習
近
平
の
台
頭
を
説
明
す
る
。
第
一
に
、
前
提
条
件
と
し
て
の
権
力
継
承
の
制
度
化
と
幹

部
選
抜
政
策
に
つ
い
て
論
じ
る
。
定
期
的
な
権
力
継
承
が
目
指
さ
れ
、
半
ば
定
着
し
て
い
た
中
、
若
手
幹
部
が
早
期
に
選
抜
、
育
成
さ
れ

る
環
境
が
あ
っ
た
。
習
近
平
は
早
く
か
ら
第
五
世
代
の
中
心
と
な
る
幹
部
と
し
て
訓
練
を
受
け
て
き
た
こ
と
を
示
す
。
第
二
に
、「
紅
二
代
」

と
し
て
の
習
近
平
の
出
身
背
景
の
要
因
に
つ
い
て
論
じ
る
。
現
代
中
国
に
お
い
て
、
建
国
の
父
た
ち
の
子
弟
で
あ
る
「
紅
二
代
」
は
、
共

産
党
政
権
に
対
す
る
忠
誠
心
と
高
級
幹
部
と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
ゆ
え
、
一
貫
し
て
大
き
な
存
在
感
を
有
し
て
き
た
。
第
三
に
、
習
近

平
の
政
治
経
歴
に
つ
い
て
論
じ
る
。
習
近
平
は
若
く
か
ら
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
地
方
勤
務
を
続
け
、
豊
富
な
地
方
行
政
経
験
を
有
し
て
い

た
。
こ
の
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
経
歴
は
、
近
年
の
中
国
の
指
導
者
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
習
近
平
の
評
価
を
高
め
た
要
因
で
あ
る
。

第
四
に
、
派
閥
バ
ラ
ン
ス
の
視
点
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
は
、
江
沢
民
の
「
上
海
閥
」
と
胡
錦
濤
の
「
共
青
団
派
」
が
熾
烈
な
権
力
闘

争
を
展
開
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
習
近
平
は
中
立
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
派
閥
的
中
立
性
が
重
要
な
要
因

と
な
っ
た
。
特
に
決
定
的
な
要
因
と
し
て
、
胡
錦
濤
政
権
が
導
入
し
た
民
主
推
薦
制
度
の
効
果
に
言
及
す
る
。
習
近
平
は
、
二
〇
〇
七
年

の
党
大
会
前
に
次
期
指
導
部
を
選
出
す
る
に
あ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
民
主
推
薦
と
い
う
名
の
予
備
投
票
に
お
い
て
支
持
を
集
め
た
と
い
わ

れ
る
。
一
連
の
議
論
を
通
じ
て
、
習
近
平
の
最
高
指
導
者
へ
の
内
定
は
、
中
国
に
お
け
る
制
度
化
さ
れ
た
権
力
継
承
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
典
型

例
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
習
近
平
が
自
ら
打
破
し
た
。
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一
．
権
力
継
承
の
制
度
化

　

権
威
主
義
体
制
に
お
い
て
、
権
力
継
承
は
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
往
々
に
し
て
権
力
者
の
定
期
的
な
交
代
が
な
く
、
権
力
継
承
が

制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
指
導
者
の
在
任
は
長
期
に
わ
た
る
場
合
が
多
く
、
権
力
者
の
死
去
や
失
脚
に
伴
う
権
力
継
承
が
政

治
的
危
機
に
つ
な
が
り
や
す
い
。
権
力
継
承
が
い
つ
発
生
す
る
の
か
が
不
確
実
で
あ
る
上
、
後
継
者
を
め
ぐ
る
争
い
が
発
生
し
て
、
政
治

が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
。
ソ
連
を
は
じ
め
と
し
て
共
産
党
が
支
配
す
る
社
会
主
義
体
制
も
例
外
で
は
な
く
、
レ
ー
ニ
ン
死
後
の
ト
ロ
ツ

キ
ー
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
対
立
を
典
型
例
と
し
て
、
権
力
継
承
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た 

１ 

。
中
国
で
は
、
毛
沢
東
が
劉
少
奇
と
林
彪
と

自
ら
が
後
継
者
に
指
名
し
た
人
物
と
立
て
続
け
に
対
立
し
、
権
力
継
承
は
困
難
を
極
め
た
。
最
終
的
に
、
若
い
華
国
鋒
が
後
継
者
に
選
ば

れ
た
が
、
華
国
鋒
も
短
期
間
で
鄧
小
平
と
陳
雲
の
連
合
に
敗
れ
、
権
力
を
失
っ
た
。

　

鄧
小
平
時
代
以
降
、
文
化
大
革
命
の
反
省
に
基
づ
き
、
政
治
の
制
度
化
が
進
め
ら
れ
た
。
一
九
八
〇
年
、
鄧
小
平
は
政
治
局
拡
大
会
議

に
お
い
て
、
後
に
「
党
と
国
家
の
領
導
制
度
の
改
革
」
と
題
さ
れ
た
講
話
を
行
っ
た 

２ 

。
講
話
は
過
度
な
権
力
集
中
、
官
僚
主
義
、
家
父

長
制
な
ど
の
弊
害
を
含
め
、
共
産
党
政
権
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
及
ん
だ
が
、
一
つ
の
重
要
な
論
点
は
、
幹
部
終
身
制
で
あ
り
、
鄧
小
平

は
「
如
何
な
る
指
導
的
幹
部
の
職
務
も
無
期
限
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
断
じ
た
。
緩
や
か
な
が
ら
、
こ
れ
以
降
中
国
の
指
導
者
た
ち

に
も
定
年
制
が
徐
々
に
適
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
鄧
小
平
や
陳
雲
な
ど
一
九
八
〇
年
代
の
元
老
た
ち
は
、
非
公
式
に
影
響
力
を

発
揮
し
続
け
な
が
ら
も
徐
々
に
第
一
線
か
ら
退
い
て
い
っ
た
。
同
時
に
青
年
幹
部
の
抜
擢
と
育
成
が
行
わ
れ
、
着
実
に
指
導
部
の
世
代
交

代
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
習
近
平
が
台
頭
し
た
背
景
と
し
て
、
こ
の
権
力
継
承
の
制
度
化
と
若
手
幹
部
の
体
系
的
な
抜
擢
が
ま
ず
前
提

条
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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権
力
継
承
の
制
度
化
を
め
ぐ
っ
て
は
す
で
に
大
量
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
に
は
立
ち
入
ら
な
い 

３ 

。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

中
国
共
産
党
の
指
導
者
が
厳
密
に
年
齢
に
応
じ
て
引
退
す
る
と
い
う
慣
習
が
定
着
し
た
よ
う
に
見
え
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
の
第

十
五
回
党
大
会
に
お
い
て
、
江
沢
民
は
七
〇
歳
を
超
え
る
者
は
新
た
に
役
職
に
つ
か
な
い
と
す
る
七
〇
歳
定
年
ル
ー
ル
を
導
入
し
、
自
身

の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
喬
石
を
引
退
に
追
い
込
ん
だ 

４ 

。
二
〇
〇
二
年
の
第
十
六
回
党
大
会
に
お
い
て
、
江
沢
民
や
李
鵬
、
朱
鎔
基
ら
が

退
任
せ
ず
、
権
力
の
座
に
居
座
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
観
測
も
あ
っ
た
が 

５ 

、
い
ず
れ
も
退
任
し
、
社
会
主
義
国
で
は
稀
だ
っ
た
平
和
的

な
権
力
継
承
が
実
現
し
た
。
同
時
に
、
江
沢
民
は
定
年
を
六
八
歳
に
引
き
下
げ
、
も
う
一
人
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
李
瑞
環
を
退
任
さ
せ

た 

６ 

。
多
分
に
政
治
的
意
図
の
あ
る
ル
ー
ル
変
更
で
は
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
七
上
八
下
」
と
呼
ば
れ
る
不
文
律
と
な
っ
た
。
江
沢
民

自
身
は
、
そ
の
後
二
〇
〇
四
年
ま
で
党
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
に
留
任
し
た
が 

７ 

、
そ
れ
以
後
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
中
央
委
員
を
退
任

し
た
王
岐
山
が
六
九
歳
で
国
家
副
主
席
に
選
出
さ
れ
る
ま
で
例
外
な
く
「
七
上
八
下
」
が
維
持
さ
れ
た
。
胡
錦
濤
も
二
〇
一
二
年
に
二
期

十
年
の
任
期
を
終
え
て
総
書
記
を
退
任
し
た 
８ 

。
一
九
九
七
年
の
鄧
小
平
の
死
去
、
二
〇
〇
二
年
の
江
沢
民
か
ら
胡
錦
濤
へ
の
権
力
継
承

を
経
て
、
中
国
の
エ
リ
ー
ト
政
治
は
こ
の
「
七
上
八
下
」
の
不
文
律
の
下
、
一
定
程
度
制
度
化
さ
れ
た
と
広
く
評
価
さ
れ
た
。

　

こ
の
定
年
ル
ー
ル
の
形
成
に
よ
っ
て
、
指
導
者
集
団
の
世
代
と
い
う
概
念
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
指
導
者
集
団
の
世
代
は
、
一
九
八
九
年

の
六
四
天
安
門
事
件
に
際
し
て
、
鄧
小
平
自
身
も
用
い
た
表
現
で
あ
る 

９ 

。
毛
沢
東
、
劉
少
奇
、
周
恩
来
、
朱
徳
ら
を
第
一
世
代
と
し
て
、

華
国
鋒
を
過
渡
的
と
評
価
し
た
。
鄧
小
平
、
陳
雲
ら
自
分
た
ち
が
第
二
世
代
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
第
三
世
代
の
指
導
者
集
団
を
打
ち
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
年
齢
に
基
づ
い
た
分
類
で
は
な
か
っ
た
が
、定
年
ル
ー
ル
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、

権
力
継
承
が
定
期
化
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
年
齢
で
指
導
者
の
世
代
を
分
類
す
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
た
。
一
九
九
二
年
、
胡
錦
濤

が
弱
冠
四
九
歳
で
最
高
指
導
部
た
る
政
治
局
常
務
委
員
に
抜
擢
さ
れ
る
と
、
胡
錦
濤
が
江
沢
民
の
後
継
者
で
あ
る
と
広
く
認
識
さ
れ
、
第

四
世
代
と
呼
ば
れ
た  

   10

。
定
期
的
な
権
力
継
承
と
二
〇
〇
二
年
に
導
入
さ
れ
た
六
八
歳
定
年
制
に
よ
っ
て
、
年
齢
条
件
が
厳
密
に
適
用
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さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
政
治
エ
リ
ー
ト
の
昇
進
と
引
退
の
予
測
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
二
〇
一
二
年
の
党
大
会
時
に
六
八
歳
以
上
に
な
る

一
九
四
〇
年
代
前
半
生
ま
れ
の
第
四
世
代
が
退
任
し
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
生
ま
れ
の
第
五
世
代
が
引
き
続
き
二
期
十
年
党
運
営
を
担

い
、
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
以
降
は
一
九
六
〇
年
代
前
半
生
ま
れ
の
第
六
世
代
が
中
心
に
な
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
観
が
広
く
共
有
さ

れ
た
。
習
近
平
は
ま
さ
し
く
こ
の
定
期
的
な
権
力
継
承
ル
ー
ル
の
下
で
、
李
克
強
と
並
ぶ
第
五
世
代
の
中
心
人
物
と
し
て
台
頭
し
た  

   11

。

　

将
来
の
権
力
交
代
が
予
定
さ
れ
、
政
治
エ
リ
ー
ト
が
世
代
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
は
、
次
の
世
代
の
指
導
者

に
な
る
う
る
若
手
人
材
の
選
抜
、
育
成
が
重
要
と
な
る
。
鄧
小
平
時
代
の
重
要
な
改
革
の
一
つ
が
幹
部
任
用
で
あ
っ
た
。
陳
雲
や
鄧
小
平

は
一
九
八
一
年
か
ら
中
青
年
幹
部
の
抜
擢
を
急
務
で
あ
る
と
強
調
し
、「
革
命
化
、
若
年
化
、
知
識
化
、
専
門
化
」、
す
な
わ
ち
「
四
化
」

の
幹
部
を
育
成
す
る
こ
と
を
求
め
た  
   12

。
胡
錦
濤
や
温
家
宝
が
甘
粛
省
勤
務
時
代
に
、
宋
平
に
見
出
さ
れ
た
の
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、こ
れ
は
ま
さ
し
く
「
四
化
」
の
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
。
次
の
世
代
の
指
導
者
候
補
と
し
て
抜
擢
、訓
練
を
受
け
る
若
手
幹
部
は
「
第

三
梯
隊
」
と
呼
ば
れ
た
。
リ
ス
ト
化
さ
れ
、
一
九
八
四
年
に
初
め
て
名
簿
が
作
ら
れ
た
後
、
一
九
八
七
年
ま
で
毎
年
更
新
さ
れ
た
と
い

う  

   13

。
江
沢
民
や
胡
錦
濤
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
時
河
北
省
正
定
県
に
勤
め
て
い
た
習
近
平
も
名
簿
に
含
ま
れ
て
い
た  

   14

。
第
十
七
期
、

第
十
八
期
の
政
治
局
常
務
委
員
の
う
ち
、「
第
三
梯
隊
」
の
名
簿
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
二
名
の
み
だ
っ
た
と
い
う  

   15

。

　

習
近
平
台
頭
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
体
系
的
な
若
手
幹
部
へ
の
世
代
交
代
と
育
成
と
い
う
ト
レ
ン
ド
が
あ
る
。
有
望
株
は
早
く
か
ら

昇
進
さ
せ
、
責
任
あ
る
役
職
で
統
治
経
験
を
積
ま
せ
、
世
代
の
中
心
と
し
て
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
半
ば
常
識
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ

の
若
手
幹
部
の
育
成
は
、
単
に
一
、二
名
を
大
抜
擢
す
る
の
で
は
な
く
、
世
代
ご
と
に
集
団
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
確
に

集
団
指
導
体
制
の
定
着
（
あ
る
い
は
制
度
化
）
を
目
指
し
た
慣
習
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
習
近
平
政
権
期
以
降
、
若
手
幹
部
の
抜
擢
と
育
成
は
明
ら
か
に
停
滞
し
て
い
る
。
こ
こ
数
十
年
、
指
導
部
の
平
均
年
齢
自
体

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
指
導
部
の
中
心
を
担
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
「
若
手
の
星
」
が
い
な
く
な
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
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て
い
る  

   16

。
二
〇
一
七
年
以
降
、
後
継
者
と
目
さ
れ
る
若
手
幹
部
は
最
高
指
導
部
に
含
ま
れ
な
く
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
の
第
十
七
回

党
大
会
に
お
い
て
、
第
五
世
代
が
政
治
局
常
務
委
員
会
入
り
し
た
と
き
、
習
近
平
と
李
克
強
は
そ
れ
ぞ
れ
五
四
歳
と
五
二
歳
の
若
さ
だ
っ

た
。
そ
れ
と
比
較
し
て
、
第
十
九
期
と
第
二
十
期
の
政
治
局
常
務
委
員
会
に
お
い
て
、
最
年
少
の
趙
楽
際
と
丁
薛
祥
は
そ
れ
ぞ
れ
指
導
部

発
足
当
時
、
い
ず
れ
も
六
〇
歳
で
あ
り
、
次
世
代
の
最
高
指
導
者
と
は
見
做
さ
れ
な
い
。
習
近
平
は
三
期
目
に
入
り
、
四
期
目
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
二
期
十
年
の
定
期
的
交
代
の
目
安
と
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
世
代
も
も
は
や
意
味
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

　

中
央
委
員
会
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
習
近
平
や
李
克
強
ら
第
五
世
代
は
第
十
五
回
党
大
会
（
一
九
九
七
年
）、
あ
る
い
は
第
十
六
回

党
大
会
（
二
〇
〇
二
年
）
時
に
中
央
委
員
入
り
し
た
者
が
少
な
く
な
い
。
か
つ
て
第
六
世
代
と
呼
ば
れ
た
一
九
六
〇
年
代
生
ま
れ
の
幹

部
で
は
第
十
七
回
党
大
会
（
二
〇
〇
七
年
）
時
に
胡
春
華
、
孫
政
才
、
周
強
、
張
慶
偉
ら
四
名
が
中
央
委
員
入
り
し
た  

   17

。
し
か
し
、

二
〇
二
二
年
の
第
二
十
回
党
大
会
に
お
い
て
、
一
九
七
〇
年
以
降
生
ま
れ
の
若
手
幹
部
は
一
人
も
中
央
委
員
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、部
長
級
と
呼
ば
れ
る
役
職
レ
ベ
ル
は
二
〇
二
四
年
二
月
現
在
で
、李
雲
沢
（
国
家
金
融
監
督
管
理
総
局
長
兼
党
委
員
会
書
記
）、

阿
東
（
共
産
主
義
青
年
団
中
央
書
記
処
第
一
書
記
）
の
二
人
の
み
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
将
来
の
最
高
指
導
者
候
補
と
は
見
做
さ
れ
て
い
な

い
。
二
〇
二
四
年
現
在
、
習
近
平
の
台
頭
を
も
た
ら
し
、
集
団
指
導
体
制
の
根
幹
を
な
し
た
若
手
幹
部
の
抜
擢
と
育
成
を
重
視
す
る
ト
レ

ン
ド
は
消
滅
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
習
近
平
の
個
人
支
配
体
制
の
原
因
で
も
あ
る
し
、
結
果
で
も
あ
る
。

二
．「
紅
二
代
」
の
威
光

　

習
近
平
台
頭
の
第
二
の
要
因
は
、
そ
の
家
庭
背
景
で
あ
る
。
習
近
平
が
元
副
総
理
の
習
仲
勲
の
息
子
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
二
〇
一
二
年
の
総
書
記
就
任
以
前
、
報
道
に
お
い
て
も
、
学
術
研
究
に
お
い
て
も
、
習
近
平
に
言
及
す
る
際
、
こ
の
こ
と
は
な
か
ば



7

枕
詞
の
よ
う
に
付
け
加
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
家
庭
背
景
は
間
違
い
な
く
、
習
近
平
の
台
頭
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

共
産
党
政
権
の
樹
立
に
貢
献
し
た
革
命
家
た
ち
の
子
弟
の
こ
と
を
指
し
て
、
一
般
的
に
「
太
子
党
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ

の
言
葉
に
は
明
ら
か
に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。
高
貴
な
身
分
を
示
す
「
太
子
」
と
群
が
り
を
表
す
「
党
」
の
い

ず
れ
も
、
社
会
主
義
を
標
榜
し
党
内
の
分
派
活
動
を
厳
し
く
禁
じ
る
中
国
共
産
党
の
理
念
に
反
す
る
。
そ
の
た
め
、
当
事
者
た
ち
は
「
太

子
党
」
で
は
な
く
、「
紅
二
代
」
と
い
う
呼
称
を
好
む
。「
紅
」
は
革
命
の
色
で
あ
り
、
革
命
の
継
承
者
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
に
な
る
。「
太
子
党
」
も
「
紅
二
代
」
も
指
し
示
す
対
象
は
同
じ
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
大
部
分
は
、「
太
子
党
」
と
い
う
言
葉
を
用
い

る
が
、
以
下
で
は
本
論
文
の
文
脈
に
従
っ
て
、「
紅
二
代
」
の
語
句
を
用
い
る
。

　
「
紅
二
代
」
で
あ
る
こ
と
が
実
際
の
政
治
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
、
有
利
に
は
た
ら
く
の
か
、
そ
れ
と
も
不
利
に
は
た
ら
く
の
か
は
必
ず

し
も
断
定
的
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
先
行
研
究
で
も
論
争
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
相
矛
盾
す
る
結
論
を
示
し
て
い
る  

   18

。
す
で
に
多
く

の
先
行
研
究
が
認
め
て
い
る
通
り
、情
報
の
不
足
も
あ
っ
て「
紅
二
代
」を
正
確
に
分
類
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
相
矛
盾
す
る
結
果
は
、

そ
う
し
た
デ
ー
タ
の
混
乱
に
よ
る
部
分
も
大
き
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
矛
盾
を
も
た
ら
す
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
党
の
「
紅
二
代
」
に

対
す
る
態
度
に
も
一
定
程
度
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
毛
沢
東
時
代
、
幹
部
た
ち
は
そ
の
子
弟
た
ち
を
含
め
て
特
権
階
級

と
し
て
優
遇
さ
れ
、
多
く
の
政
治
的
資
源
を
優
先
的
に
享
受
で
き
た
と
い
う  

   19

。
し
か
し
、
毛
沢
東
と
は
異
な
り
、
鄧
小
平
は
む
し
ろ
「
紅

二
代
」
を
政
治
の
中
心
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
努
め
た  

   20

。
一
九
八
〇
年
代
の
若
手
幹
部
の
抜
擢
と
育
成
の
ト
レ
ン
ド
を
経
て
、
情
実

人
事
と
の
批
判
を
避
け
る
た
め
に
、「
紅
二
代
」が
権
力
の
中
枢
か
ら
排
除
さ
れ
た
側
面
が
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
政
治
に
お
け
る「
紅

二
代
」
の
存
在
感
が
明
ら
か
に
低
下
し
、「
紅
二
代
」
は
多
く
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
身
を
投
じ
て
い
っ
た
。

　

と
は
い
え
、統
計
は
個
別
的
事
例
を
説
明
し
な
い
。全
体
の
傾
向
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、習
近
平
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
お
い
て
、「
紅
二
代
」

で
あ
る
こ
と
が
大
き
く
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
習
近
平
は
一
九
七
九
年
に
清
華
大
学
を
卒
業
し
て
、
二
六
歳
で
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国
務
院
弁
公
庁
、
中
央
軍
事
委
員
会
弁
公
庁
秘
書
に
着
任
し
、
耿
颷
（
国
務
院
副
総
理
・
中
央
軍
事
委
員
会
秘
書
長
）
の
秘
書
を
務
め
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
一
般
市
民
が
最
初
の
就
職
で
大
物
軍
人
の
秘
書
と
な
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
耿
颷
は
習
近
平
の
父
で
あ
る

習
仲
勲
の
古
い
戦
友
で
あ
り
、
そ
の
関
係
が
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
習
近
平
の
就
職
に
あ
た
っ
て
は
、
母
親
で
あ
る
斉
心

の
紹
介
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る  

   21

。
一
九
八
二
年
に
、
習
近
平
は
軍
を
離
れ
て
、
基
層
幹
部
へ
と
転
身
す
る
。
ま
だ
二
〇
代
の
習
近
平

は
河
北
省
正
定
県
の
党
委
員
会
副
書
記
に
就
任
し
、翌
年
に
は
書
記
に
昇
進
す
る
。
こ
の
よ
う
な
早
い
昇
進
は
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

「
紅
二
代
」
の
背
景
は
キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
お
い
て
明
ら
か
に
有
利
に
は
た
ら
い
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
を
通
し
て
、
確
か
に
「
紅
二
代
」
は
グ
ル
ー
プ
と
し
て
振
る
わ
な
か
っ
た
。
一
九
九
二
年
の
党
大
会
で
も
一
九
九
七
年

の
党
大
会
で
も
、「
紅
二
代
」
と
し
て
名
が
知
ら
れ
て
い
た
人
物
は
ほ
と
ん
ど
中
央
委
員
に
選
出
さ
れ
ず
、
習
近
平
も
一
九
九
七
年
の
第

十
五
回
党
大
会
で
は
中
央
候
補
委
員
の
最
下
位
（
一
五
一
位
）
に
滑
り
込
む
の
が
や
っ
と
だ
っ
た  

   22

。
し
か
し
、少
な
く
な
い
「
紅
二
代
」

が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
て
お
り
、
潜
在
的
な
有
力
勢
力
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る  

   23

。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、「
紅
二
代
」
は
再
び
台
頭
し
始
め
る
。
特
に
、
習
近
平
は
基
層
で
の
勤
務
経
験
を
経
て
、
若
手
幹
部
と
し

て
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
胡
錦
濤
の
後
継
者
候
補
と
し
て
、
李
克
強
と
並
ん
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ほ
ど
だ
っ

た  

   24

。
他
に
も
曽
慶
紅
（
曽
山
元
内
務
部
長
の
息
子
）
が
政
治
局
常
務
委
員
と
し
て
活
躍
し
、
大
連
市
党
委
員
会
書
記
を
経
て
遼
寧
省

長
と
な
る
薄
熙
来
（
薄
一
波
元
副
総
理
の
息
子
）
も
「
紅
二
代
」
の
有
望
株
と
し
て
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。「
紅

二
代
」
は
「
太
子
党
」
と
い
う
派
閥
と
見
做
さ
れ
、
そ
の
存
在
感
が
再
発
見
さ
れ
、
広
く
注
目
の
的
と
な
っ
た  

   25

。
二
〇
〇
七
年
の
第

十
七
回
党
大
会
前
後
に
は
、
江
沢
民
の
「
上
海
閥
」、
胡
錦
濤
の
「
共
青
団
派
」、
そ
し
て
習
近
平
の
「
太
子
党
」
の
三
つ
巴
の
派
閥
闘
争

と
い
う
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
流
布
し
た
。「
紅
二
代
」
は
必
ず
し
も
派
閥
と
し
て
の
実
態
は
な
い

も
の
の
、
習
近
平
と
劉
源
（
劉
少
奇
元
国
家
主
席
の
息
子
）
の
関
係
の
よ
う
に
、
幼
少
期
よ
り
交
流
が
あ
り
、
人
脈
が
形
成
さ
れ
て
い
る
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場
合
も
少
な
く
な
い
。
二
〇
〇
七
年
、
習
近
平
が
李
克
強
よ
り
上
位
で
政
治
局
常
務
委
員
会
に
入
っ
た
の
は
、
曽
慶
紅
の
推
薦
が
あ
っ
た

と
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
が  

   26

、
そ
こ
に
は
同
じ
「
紅
二
代
」
と
し
て
の
安
心
感
や
信
頼
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　
「
紅
二
代
」
の
血
統
的
な
正
統
性
も
重
要
な
一
因
で
あ
る
。
胡
錦
濤
政
権
の
下
、
中
国
は
急
速
な
経
済
発
展
を
遂
げ
る
が
、
腐
敗
も
急

速
に
深
刻
化
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
複
雑
な
社
会
情
勢
の
中
、「
紅
二
代
」
は
革
命
の
血
統
を
継
承
す
る
勢
力
と
し
て
、
共
産
党
政
権

に
忠
誠
を
誓
い
、
一
定
の
正
統
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
報
道
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
七
年
夏
の
北
戴
河
会
議
に
お
い
て
、

秋
に
発
足
す
る
新
指
導
部
の
人
事
を
議
論
す
る
際
、
江
沢
民
は
習
近
平
が
「
紅
二
代
」
で
あ
る
こ
と
を
「
党
へ
の
忠
誠
心
が
高
い
」
と
評

価
し
た
と
い
う  

   27

。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
党
内
及
び
中
国
社
会
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
習
近
平

　

キ
ャ
リ
ア
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
習
近
平
は
ま
さ
し
く
最
高
指
導
者
に
ふ
さ
わ
し
い
経
歴
を
積
ん
で
き
た
。
毛
沢
東
、
鄧
小
平
ら
革
命

世
代
が
徐
々
に
世
を
去
る
な
か
、
中
国
の
指
導
者
は
党
と
国
家
の
巨
大
な
官
僚
組
織
の
中
で
経
験
を
積
ん
だ
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
が
担
う
よ

う
に
な
っ
た
。
江
沢
民
は
第
一
機
械
工
業
部
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
上
海
市
党
委
員
会
書
記
を
務
め
て
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
を

掴
ん
だ
。
胡
錦
濤
は
共
産
主
義
青
年
団
を
権
力
基
盤
と
し
て
い
た
が
、
貴
州
省
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
党
委
員
会
書
記
を
務
め
た
経
験
を

持
つ
。
中
国
は
面
積
が
大
き
く
、
人
口
も
多
く
、
経
済
規
模
も
大
き
い
。
各
省
、
直
轄
市
、
自
治
区
は
国
に
相
当
す
る
よ
う
な
規
模
を
持

つ
こ
と
も
多
い
。
近
年
で
は
、省
レ
ベ
ル
の
地
域
の
ト
ッ
プ
を
務
め
、党
務
、経
済
運
営
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
行
政
経
験
を
積
ん
だ
ジ
ェ

ネ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
最
高
指
導
者
へ
の
条
件
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
習
近
平
や
李
克
強
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
局
常
務

委
員
た
ち
も
、
王
滬
寧
な
ど
の
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、
大
半
の
委
員
た
ち
は
地
方
行
政
経
験
を
持
つ
。
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習
近
平
の
場
合
、
一
九
八
二
年
に
河
北
省
正
定
県
党
委
員
会
副
書
記
に
な
っ
て
以
来
、
二
〇
〇
七
年
秋
に
最
高
指
導
部
入
り
す
る
ま
で
、

一
貫
し
て
地
方
幹
部
を
務
め
て
き
た
。
し
か
も
、
基
層
レ
ベ
ル
か
ら
一
歩
ず
つ
昇
っ
て
来
た
。
比
較
的
に
貧
し
い
地
域
か
ら
、
浙
江
省
、

上
海
市
の
よ
う
な
沿
岸
の
最
も
経
済
が
発
展
し
て
い
る
地
域
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
統
治
し
て
き
た
経
験
を
有
す
る
。
習
近
平
の
ラ

イ
バ
ル
だ
っ
た
李
克
強
は
大
学
卒
業
後
、
長
ら
く
共
産
主
義
青
年
団
に
勤
め
て
い
た
。
習
近
平
よ
り
も
早
く
中
央
委
員
に
な
っ
た
が
、
地

方
の
行
政
経
験
は
一
九
九
八
年
に
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
期
間
の
み
で
、
河
南
省
長
代
理
、
河
南
省
党
委
員
会
書
記
、
遼
寧
省
党
委
員

会
書
記
を
務
め
た
。
地
方
に
着
任
し
た
と
き
に
は
す
で
に
高
級
幹
部
だ
っ
た
。
各
レ
ベ
ル
の
事
情
に
詳
し
い
と
い
う
意
味
で
、
経
歴
の
面

で
は
習
近
平
の
方
が
有
利
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

習
近
平
の
経
歴
か
ら
、
習
近
平
は
政
策
面
で
も
懸
念
の
少
な
い
指
導
者
候
補
だ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
以
降
、
そ
の
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
さ

か
ら
か
、
習
近
平
は
業
績
を
上
げ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
評
価
さ
れ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
内
部
か
ら
流
出
し
た
と
思
わ
れ
る

資
料
に
基
づ
く
と
、
習
近
平
は
「
生
性
豪
爽
、
精
明
強
幹
」（
豪
快
な
性
分
で
、
聡
明
で
よ
く
仕
事
が
で
き
る
）
と
評
価
さ
れ
、
ラ
イ
バ

ル
で
あ
っ
た
李
克
強
は
む
し
ろ
「
政
績
平
淡
、
権
威
不
足
」（
政
治
的
業
績
は
平
凡
で
、
権
威
が
足
り
な
い
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る  

   28

。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
表
現
は
限
ら
れ
た
一
例
で
し
か
な
く
、
李
克
強
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
習
近
平
も

一
貫
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
中
国
は
市
場
経
済
の
導
入
、
対
外
開
放
に
邁
進
し
て
い
た
。
指
導
者
は
改
革
・
開
放

を
推
進
で
き
る
開
明
的
な
人
物
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
習
近
平
は
民
生
を
重
視
し
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
た
。
非
公
有
経
済

の
発
展
に
も
力
を
入
れ
、
浙
江
省
時
代
に
は
『
浙
江
日
報
』
に
「
之
江
新
語
」
と
い
う
連
載
コ
ラ
ム
で
自
ら
の
政
策
を
論
じ
た
。
そ
の
コ

ラ
ム
は
後
に
書
籍
に
ま
と
め
ら
れ
、
出
版
さ
れ
て
い
る  

   29

。
内
容
を
見
る
と
、
民
間
経
済
が
活
発
な
浙
江
省
の
指
導
者
ら
し
く
、
産
業

構
造
の
高
度
化
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
前
の
福
建
省
で
は
、
船
上
生
活
を
送
っ
て
い
た
住
民
の
定
住
を
推
進



11

し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る  

   30

。
こ
の
よ
う
な
民
生
、
民
間
経
済
志
向
の
政
策
選
好
は
二
〇
二
三
年
現
在
の
習
近
平
と
は
大
き
く
異
な

る
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
最
高
指
導
部
に
入
る
前
の
習
近
平
は
、
当
時
の
政
策
の
ト
レ
ン
ド
に
寄
り
添
っ
た
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
習
近
平
と
同
じ
よ
う
に
基
層
か
ら
一
歩
ず
つ
昇
進
し
、
非
公
有
経
済
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
地
方
幹
部
は
無
数
に
い

た
。
薄
熙
来
も
そ
う
し
た
一
人
で
あ
る
。
習
近
平
が
何
か
突
出
し
た
業
績
を
上
げ
た
と
い
う
よ
り
も
、
キ
ャ
リ
ア
の
面
で
も
、
政
策
の
面

で
も
、
そ
れ
ま
で
の
改
革
・
開
放
の
成
果
を
守
り
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
中
国
の
地
方
指
導

者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
習
近
平
は
次
期
指
導
者
候
補
と
し
て
は
、
無
難
な
人
選
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

四
．
派
閥
バ
ラ
ン
ス

　

習
近
平
の
台
頭
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
因
は
、政
治
エ
リ
ー
ト
間
の
権
力
闘
争
の
情
勢
、す
な
わ
ち
派
閥
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
習
近
平
は
派
閥
を
背
景
と
し
て
台
頭
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
派
閥
的
中
立
性
が
習
近
平
の
強
み
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
江

沢
民
、
胡
錦
濤
と
同
様
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
九
年
、
六
四
天
安
門
事
件
に
際
し
て
、
時
の
総
書
記
趙
紫
陽
が
失
脚
し
た
。
鄧
小
平
と
陳
雲
を
は
じ
め
と
す
る
元
老
た
ち
が
趙

紫
陽
の
後
任
を
選
ぶ
中
で
、
有
力
候
補
と
な
っ
た
の
は
江
沢
民
（
上
海
市
党
委
員
会
書
記
）
と
李
瑞
環
（
天
津
市
党
委
員
会
書
記
）
と
い

う
二
人
の
地
方
幹
部
だ
っ
た  

   31

。
政
治
局
常
務
委
員
会
の
中
で
、
リ
ベ
ラ
ル
傾
向
の
胡
啓
立
は
趙
紫
陽
に
近
く
、
共
産
党
政
権
を
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
は
不
適
格
だ
っ
た
。
一
方
、
六
四
天
安
門
事
件
に
お
け
る
学
生
運
動
に
対
し
て
強
硬
な
立
場
を
示
し
た
李
鵬
、
姚
依
林

な
ど
の
保
守
勢
力
は
国
内
外
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
、
改
革
・
開
放
を
推
進
す
る
上
で
不
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
不
適
格
と
さ
れ
た
。
中

央
に
し
が
ら
み
が
な
い
若
い
人
物
と
い
う
条
件
か
ら
、
江
沢
民
と
李
瑞
環
が
候
補
と
し
て
絞
ら
れ
た
の
だ
。
最
終
的
に
江
沢
民
が
総
書
記
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に
選
ば
れ
た
の
は
、
文
化
水
準
が
高
か
っ
た
こ
と
が
決
め
手
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

江
沢
民
と
同
様
に
、
胡
錦
濤
も
ほ
と
ん
ど
派
閥
を
頼
り
に
す
る
こ
と
な
く
、
最
高
指
導
者
に
上
り
つ
め
た  

   32

。
甘
粛
省
の
水
利
部
門

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
幹
部
若
返
り
政
策
の
中
で
、
当
時
の
宋
平
甘
粛
省
第
一
書
記
に
見
出
さ
れ
、
抜
擢
さ
れ
た
。
そ

の
後
北
京
で
鄧
小
平
や
胡
耀
邦
と
交
流
を
得
て
、
共
産
主
義
青
年
団
で
昇
進
し
て
い
く
が
、
必
ず
し
も
鄧
小
平
と
胡
耀
邦
と
は
派
閥
と
言

え
る
ほ
ど
強
固
な
関
係
は
な
か
っ
た
。
胡
錦
濤
が
最
高
指
導
者
に
選
ば
れ
た
の
は
、
官
僚
組
織
の
中
で
の
仕
事
ぶ
り
と
、
一
九
八
九
年
の

チ
ベ
ッ
ト
動
乱
に
お
け
る
強
硬
な
対
応
が
鄧
小
平
に
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

江
沢
民
政
権
期
以
降
、
集
団
指
導
体
制
が
定
着
し
、
政
治
の
制
度
化
が
進
め
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
人
事
交
代
が
定
期
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政
治
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
高
位
の
幹
部
と
の
紐
帯
を
頼
っ
て
昇
進
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
江
沢
民
の
「
上

海
閥
」
の
拡
大
は
そ
の
典
型
的
な
表
れ
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
、
江
沢
民
は
総
書
記
を
胡
錦
濤
に
譲
る
が
、
数
年
間
中
央
軍
事
委
員
会
主

席
の
役
職
を
保
持
し
た
。
呉
邦
国
、
賈
慶
林
、
曽
慶
紅
、
黄
菊
な
ど
、
多
く
の
側
近
を
政
治
局
常
務
委
員
会
に
送
り
込
ん
で
影
響
力
を
保

持
し
、
胡
錦
濤
は
な
か
な
か
独
自
色
を
出
せ
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
現
職
総
書
記
の
胡
錦
濤
を
中
心
と
す
る
「
共
青
団

派
」
と
前
任
総
書
記
の
江
沢
民
を
中
心
と
す
る
「
上
海
閥
」
の
対
立
構
造
が
中
国
の
エ
リ
ー
ト
政
治
の
基
調
と
な
っ
た
。

　

第
一
期
胡
錦
濤
政
権
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
陳
良
宇
上
海
市
党
委
員
会
書
記
の
失
脚
だ
っ
た
。
陳
良
宇
は
江
沢
民
の
権
力
基
盤
で
あ
る
上

海
を
統
べ
る
「
上
海
閥
」
の
主
要
人
物
だ
っ
た
。
胡
錦
濤
は
、
党
大
会
を
翌
年
秋
に
控
え
る
中
、
二
〇
〇
六
年
秋
に
陳
良
宇
を
汚
職
腐
敗

の
咎
で
摘
発
し
た
。
こ
れ
は
か
つ
て
陳
希
同
北
京
市
党
委
員
会
書
記
を
排
除
し
た
江
沢
民
の
手
法
と
同
じ
だ
っ
た
。
陳
良
宇
の
失
脚
は
胡

錦
濤
の
上
海
閥
に
対
す
る
挑
戦
だ
と
受
け
取
ら
れ
た
。
陳
良
宇
の
後
任
人
事
の
決
定
過
程
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
・
チ
ャ
ン
に
よ
る
と
、
習
近
平
、
李
源
潮
、
張
高
麗
の
三
人
が
候
補
と
な
っ
た
と
い
う  

   33

。
李
源
潮
は
共
産
主
義
青
年
団
出
身

で
あ
り
、
胡
錦
濤
に
近
い
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
張
高
麗
は
必
ず
し
も
派
閥
の
色
彩
は
強
く
な
い
。
結
局
上
海
市
党
委
員
会
書
記
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の
後
任
に
入
っ
た
の
は
、
勢
力
拡
大
傾
向
に
あ
る
「
共
青
団
派
」
と
は
距
離
の
あ
る
習
近
平
だ
っ
た
。
江
沢
民
以
来
、
失
脚
し
た
陳
良
宇

を
除
い
て
、
朱
鎔
基
、
呉
邦
国
、
黄
菊
と
上
海
市
党
委
員
会
書
記
は
い
ず
れ
も
最
高
指
導
部
入
り
を
果
た
し
て
い
た  

   34

。
遅
か
れ
早
か
れ
、

習
近
平
は
更
な
る
昇
進
を
約
束
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
が
、
果
た
し
て
二
〇
〇
七
年
の
秋
に
は
最
高
指
導
部
の
一
員
と
な
っ
た
。

　

習
近
平
が
最
高
指
導
者
に
選
ば
れ
る
過
程
の
中
で
、
最
大
の
山
場
は
二
〇
〇
七
年
の
党
大
会
で
あ
っ
た
。
党
大
会
閉
幕
翌
日
、
第
十
七

期
一
中
全
会
で
新
指
導
部
が
選
出
さ
れ
、
習
近
平
は
李
克
強
よ
り
も
上
位
で
政
治
局
常
務
委
員
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
決
定
的
に
重
要

だ
っ
た
。
習
近
平
は
中
央
書
記
処
書
記
を
務
め
、
党
務
を
司
り
、
李
克
強
は
国
務
院
筆
頭
副
総
理
と
な
り
、
温
家
宝
総
理
を
輔
け
て
政
務

を
司
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
五
年
の
間
に
不
確
定
要
因
も
あ
る
も
の
の
、
五
年
後
に
は
習
近
平
総
書
記
と
李
克
強
総
理
が
誕
生

す
る
も
の
と
広
く
考
え
ら
れ
た
。

　

習
近
平
が
最
高
指
導
者
に
選
ば
れ
る
に
は
、
端
的
に
言
っ
て
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
李
克
強
と
の
競
争
に
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
李
克
強
は
時
の
総
書
記
で
あ
る
胡
錦
濤
と
同
じ
共
産
主
義
青
年
団
出
身
で
あ
り
、
お
互
い
に
「
錦
濤
」、「
克
強
」
と
名
前
で
呼

び
合
う
ほ
ど
信
頼
し
あ
っ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
る  
   35

。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
李
克
強
は
習
近
平
と
並
ん
で
第
五
世
代
の
有
望
株
と
し

て
注
目
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
の
党
大
会
の
時
期
に
は
、
胡
錦
濤
の
後
継
最
有
力
候
補
と
日
本
メ
デ
ィ
ア
に
報
じ
ら
れ
て
い
た  

   36

。
む
し

ろ
習
近
平
が
「
李
（
克
強
）
氏
に
次
ぐ
注
目
株
」
だ
っ
た  
   37

。
し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
の
党
大
会
は
運
命
の
分
か
れ
道
と
な
っ
た
。
李

克
強
は
習
近
平
に
後
塵
を
拝
し
、
最
高
指
導
者
へ
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
。

　

こ
の
人
事
決
定
の
最
大
の
要
因
と
な
っ
た
の
は
、「
民
主
推
薦
」
と
呼
ば
れ
る
事
実
上
の
人
気
投
票
制
度
だ
っ
た
。
胡
錦
濤
政
権
は
党

内
民
主
の
拡
大
に
努
め
、
そ
の
一
つ
の
試
み
が
民
主
推
薦
だ
っ
た
。
民
主
推
薦
の
詳
細
な
制
度
設
計
や
結
果
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、

若
干
の
説
明
は
新
華
社
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る  

   38

。
若
手
幹
部
の
リ
ス
ト
が
配
布
さ
れ
、
信
任
投
票
を
す
る
と
い
う
形
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
。
海
外
の
報
道
や
分
析
を
総
合
す
る
と
、
こ
こ
で
習
近
平
が
李
克
強
よ
り
も
多
く
票
を
集
め
、
二
〇
〇
七
年
の
指
導
部
人
事
は
こ
の
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民
主
推
薦
の
投
票
結
果
が
反
映
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る  

   39

。
こ
の
見
方
は
今
日
の
中
国
政
治
研
究
に
お
い
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ  
   40

。
端
的
に
言
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
時
点
に
お
い
て
、
李
克
強
よ
り
も
習
近
平
の
方
が
人
気
の
面
で
党
内
で
よ
り
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
李
克
強
は
胡
錦
濤
の
側
近
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
胡
錦
濤
と
距
離
を
置
く
勢
力
か
ら
は
明
ら
か
に
歓
迎
さ
れ
な
い
人

選
で
あ
っ
た
。
胡
錦
濤
や
李
克
強
の
出
身
母
体
で
あ
る
共
産
主
義
青
年
団
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
よ
り
一
挙
に
台
頭
し
、
大
勢
力
に
な
っ
て

い
た
も
の
の
、
江
沢
民
率
い
る
上
海
閥
も
依
然
と
し
て
勢
力
を
維
持
し
て
い
た
。
上
海
の
陳
良
宇
の
失
脚
を
経
て
な
お
、
江
沢
民
は
李
源

潮
で
は
な
く
習
近
平
を
そ
の
後
任
に
据
え
る
だ
け
の
影
響
力
を
維
持
し
て
い
た
の
だ
。
江
沢
民
は
党
内
の
胡
錦
濤
及
び
共
産
主
義
青
年
団

と
距
離
を
置
く
勢
力
を
糾
合
し
、
習
近
平
と
い
う
胡
錦
濤
と
も
距
離
の
あ
る
人
物
を
後
継
者
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
習
近

平
は
二
〇
〇
七
年
に
上
海
市
党
委
員
会
書
記
と
な
る
ま
で
上
海
と
は
縁
が
な
か
っ
た
。
上
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
曽
慶
紅
は
習
近
平
の
こ

と
を
高
く
評
価
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
習
近
平
自
身
は
江
沢
民
と
ほ
と
ん
ど
つ
な
が
り
が
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。
陳
良
宇
失
脚
を
経
て
、

江
沢
民
の
直
系
に
属
す
る
若
手
幹
部
に
は
、
最
高
指
導
者
に
な
る
ほ
ど
の
人
材
が
お
ら
ず
、
外
様
の
習
近
平
を
担
ぎ
上
げ
る
し
か
な
か
っ

た
と
も
言
え
る
。
習
近
平
は
江
沢
民
と
胡
錦
濤
と
い
ず
れ
と
も
深
い
関
係
に
な
く
、
そ
の
派
閥
的
中
立
性
ゆ
え
に
無
難
な
人
選
だ
と
考
え

ら
れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
悪
目
立
ち
し
な
か
っ
た
と
言
え
る  
   41

。
習
近
平
が
上
海
で
陳
良
宇
が
残
し
た
部
下
を
冷
遇
し
な
か
っ
た
こ

と
も
、
江
沢
民
の
心
証
を
よ
く
し
た
と
も
言
わ
れ
る  

   42

。
一
方
、
習
近
平
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
李
克
強
は
あ
ま
り
に
も
胡
錦

濤
色
が
強
か
っ
た
。

　

第
二
に
、
人
と
な
り
も
重
要
な
一
因
だ
っ
た
。
二
〇
二
三
年
現
在
、
強
権
的
な
習
近
平
と
開
明
的
な
李
克
強
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
中
国

国
外
で
は
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
に
李
克
強
が
急
死
し
た
際
、
そ
の
旧
居
に
追
悼
者
が
殺
到
し
た
こ
と
も

報
じ
ら
れ
て
お
り
、
親
民
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
て
い
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
間
違
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
中
国
は
民
主
主
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義
国
家
で
は
な
い
。
中
国
の
指
導
者
を
選
ぶ
の
は
国
民
で
は
な
く
、
共
産
党
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
国
民
で
は
な
く
、

政
治
エ
リ
ー
ト
の
評
価
で
あ
る
。
特
に
胡
錦
濤
政
権
期
に
は
退
任
し
た
元
国
家
指
導
者
な
ど
も
一
定
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ

る
。
そ
う
し
た
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
層
の
中
で
は
、
習
近
平
の
方
が
よ
り
好
ま
れ
る
人
物
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
李
克
強

を
は
じ
め
と
す
る
共
産
主
義
青
年
団
出
身
者
は
、
優
秀
で
清
廉
で
は
あ
る
が
、
官
僚
主
義
で
柔
軟
性
に
欠
け
る
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

「
胡
錦
濤
が
長
老
た
ち
と
の
関
係
を
大
切
に
し
な
い
李
克
強
に
い
ら
だ
ち
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
お
く
よ
う
に
叱
り
つ
け
た
」
と
も
報
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
李
克
強
は
「
世
渡
り
下
手
」
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る  

   43

。
一
方
の
習
近
平
は
、「
部
下
や
企
業
家
と
の
つ
き
あ
い
は
薄
い
の

に
、
老
幹
部
の
と
こ
ろ
に
は
好
ん
で
足
を
運
ん
で
い
た
よ
う
だ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に  

   44

、
党
内
の
人
脈
を
大
事
に
し
て
い
た
と
い
う
。

老
幹
部
た
ち
に
と
っ
て
、
習
近
平
は
堅
実
で
仕
事
が
で
き
る
が
、
温
和
で
人
懐
っ
こ
く
、「
誰
と
で
も
妥
協
で
き
る
」      45
人
物
と
思
わ
れ

た
の
で
あ
り
、
二
〇
一
二
年
以
降
の
強
面
は
想
像
も
つ
か
な
い
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

他
に
も
、
上
で
論
じ
た
よ
う
な
「
紅
二
代
」
と
し
て
の
家
庭
背
景
、
長
期
に
わ
た
る
地
方
勤
務
経
験
な
ど
が
習
近
平
の
党
内
で
の
評
価

を
高
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
習
近
平
は
そ
の
派
閥
的
中
立
性
と
人
と
な
り
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
結
果
、
二
〇
〇
〇

年
代
の
江
沢
民
対
胡
錦
濤
と
い
う
派
閥
対
立
構
造
の
中
で
、
二
〇
〇
七
年
の
重
大
局
面
に
お
い
て
、
李
克
強
と
の
競
争
に
勝
利
し
た
。

お
わ
り
に

　

二
〇
〇
七
年
の
党
大
会
に
お
い
て
、
習
近
平
は
序
列
六
位
で
政
治
局
常
務
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。
ラ
イ
バ
ル
の
李
克
強
よ
り
も
格
上
の

地
位
を
獲
得
し
、
次
期
最
高
指
導
者
へ
の
道
筋
を
固
め
た
。
も
ち
ろ
ん
、
二
〇
一
二
年
の
実
際
の
権
力
継
承
ま
で
ま
だ
五
年
あ
り
、
そ
の

間
も
競
争
が
続
け
ら
れ
た
が
、
習
近
平
が
中
央
書
記
処
書
記
、
李
克
強
が
国
務
院
副
総
理
と
い
う
役
割
分
担
を
見
れ
ば
、
事
実
上
の
後
継



16

者
指
名
は
二
〇
〇
七
年
の
党
大
会
時
点
だ
と
断
定
し
て
問
題
な
い
。
本
稿
で
は
習
近
平
の
台
頭
、
そ
し
て
二
〇
〇
七
年
の
人
事
の
背
景
を

分
析
、
整
理
し
た
。
い
く
つ
か
の
要
因
を
挙
げ
た
が
、
重
要
で
あ
る
の
は
、
習
近
平
の
次
期
指
導
者
へ
の
事
実
上
の
内
定
が
、
制
度
化
さ

れ
た
集
団
指
導
体
制
下
の
権
力
継
承
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
習
近
平
は
そ
の
方
向
性
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
指
導
者
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。

　

習
近
平
政
権
発
足
以
前
、
習
近
平
は
中
国
の
「
最
弱
の
帝
王
」
だ
と
言
わ
れ
る
ほ
ど  

   46

、
脆
弱
な
指
導
者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
習
近
平
と
い
う
人
選
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
権
力
の
独
占
を
防
ぎ
、
集
団
指
導
体
制
を
維
持
し
、

二
期
十
年
の
周
期
で
の
指
導
者
の
交
代
を
定
着
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
政
治
の
制
度
化
、
党
内
民
主
の
発
展
は
胡
錦
濤
政
権
を
貫
く
大
き
な

方
向
性
で
あ
り
、
不
可
逆
的
と
す
ら
思
わ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
に
習
近
平
が
総
書
記
に
就
任
し
た
と
き
、
政
治
局
委
員
に
は
第
六
世
代
に

数
え
ら
れ
る
胡
春
華
と
孫
政
才
が
並
び
、
二
〇
一
七
年
の
事
実
上
の
後
継
者
指
名
に
伴
う
最
高
指
導
部
入
り
、
二
〇
二
二
年
の
世
代
交
代

を
控
え
て
い
た
。
没
個
性
の
指
導
者
と
思
わ
れ
た
習
近
平
は
そ
う
し
た
大
き
な
ト
レ
ン
ド
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
だ
。
以
下
に
本
稿

の
議
論
を
簡
単
に
整
理
し
た
い
。

　

ま
ず
、
習
近
平
の
台
頭
の
前
提
条
件
と
な
っ
た
の
は
、
文
化
大
革
命
の
反
省
に
基
づ
く
政
治
の
制
度
化
と
幹
部
若
返
り
政
策
だ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
、
鄧
小
平
と
陳
雲
ら
元
老
た
ち
は
幹
部
の
終
身
制
を
廃
止
し
、
体
系
的
な
幹
部
若
返
り
を
進
め
た
。
重
点
的
に
育
成
す
べ

き
幹
部
の
リ
ス
ト
化
ま
で
行
わ
れ
、
中
国
の
政
治
エ
リ
ー
ト
は
年
齢
に
応
じ
て
世
代
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
。
習
近
平
や
李
克
強
ら
は
こ
う

し
た
体
系
的
な
幹
部
若
返
り
政
策
の
中
で
、
党
と
国
家
の
指
導
者
候
補
と
し
て
重
点
的
に
育
成
さ
れ
た
。

　

第
二
に
、
紅
二
代
と
し
て
の
家
庭
背
景
も
習
近
平
に
と
っ
て
有
利
に
は
た
ら
い
た
。
清
華
大
学
卒
業
直
後
か
ら
耿
颷
の
秘
書
を
務
め
、

一
九
八
二
年
以
降
河
北
省
正
定
県
の
副
書
記
、
書
記
を
務
め
る
な
ど
、
紅
二
代
の
特
権
的
地
位
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
面
で
も
ロ
ケ
ッ
ト

ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
紅
二
代
の
全
体
的
な
低
迷
の
割
を
食
っ
た
面
も
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
紅
二
代
で
あ
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る
こ
と
が
江
沢
民
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。
全
体
と
し
て
、
紅
二
代
で
あ
る
こ
と
は
習
近
平
の
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
。

　

第
三
に
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
も
習
近
平
が
評
価
さ
れ
る
要
因
と
な
っ
た
。
江
沢
民
政
権
期
以
降
、
最
高
指
導
部
の

メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
豊
富
な
地
方
経
験
を
積
ん
だ
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
貴
州
省
と
チ
ベ
ッ
ト
自
治

区
で
党
委
員
会
書
記
を
務
め
た
胡
錦
濤
は
典
型
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
も
、
県
、
市
、
省
と
各
レ
ベ
ル
で
の
勤
務
経
験
を
も
ち
、
裕
福

な
地
域
か
ら
貧
し
い
地
域
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
事
情
に
精
通
し
て
い
る
習
近
平
は
優
れ
た
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
最
高
指
導

者
候
補
の
経
歴
と
し
て
は
申
し
分
な
か
っ
た
。

　

習
近
平
と
並
ん
で
、
李
克
強
も
第
五
世
代
の
最
高
指
導
者
候
補
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
。
紅
二
代
で
は
な
い
が
、
習
近
平
と
同
世
代

で
、
共
産
主
義
青
年
団
で
活
躍
し
、
河
南
省
、
遼
寧
省
と
地
方
経
験
も
積
ん
だ
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
習
近
平
が
二
〇
〇
七
年
に
事
実
上
の

次
期
最
高
指
導
者
に
内
定
し
た
の
は
、
こ
の
李
克
強
と
の
競
争
に
勝
っ
た
こ
と
が
決
定
的
だ
っ
た
。
そ
の
要
因
は
、
派
閥
バ
ラ
ン
ス
だ
っ

た
。李
克
強
は
胡
錦
濤
の
側
近
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、江
沢
民
を
は
じ
め
と
す
る
共
産
主
義
青
年
団
と
距
離
を
有
す
る
勢
力
に
と
っ

て
は
望
ま
し
く
な
い
人
物
だ
っ
た
。
陳
良
宇
の
失
脚
に
伴
い
、
直
系
の
人
材
を
失
っ
た
江
沢
民
は
、
比
較
的
に
中
立
的
な
習
近
平
を
担
ぎ

上
げ
、
胡
錦
濤
に
受
け
入
れ
さ
せ
た
。
派
閥
的
中
立
性
は
、
江
沢
民
、
胡
錦
濤
、
習
近
平
と
三
代
続
け
て
、
最
高
指
導
者
に
選
ば
れ
る
に

あ
た
っ
て
の
重
要
な
要
因
と
な
っ
た
。
ま
た
、
エ
リ
ー
ト
然
と
し
て
「
世
渡
り
下
手
」
と
さ
れ
る
李
克
強
に
対
し
て
、
習
近
平
は
老
幹
部

た
ち
へ
の
あ
い
さ
つ
を
欠
か
さ
ず
、
党
内
で
広
く
好
印
象
を
持
た
れ
た
。
こ
う
し
た
人
と
な
り
も
重
要
な
一
因
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

以
上
挙
げ
た
諸
要
因
を
見
て
も
、
習
近
平
は
そ
の
キ
ャ
リ
ア
や
温
和
な
性
格
ゆ
え
、
調
整
役
と
し
て
立
ち
回
り
、
改
革
・
開
放
路
線
を

継
続
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
習
近
平
の
最
高
指
導
者
へ
の
選
出
は
、
制
度
化
さ
れ
た
集
団
指
導
体
制
下
の
権
力
継
承
の
象
徴
的

な
人
事
で
あ
っ
た
。
習
近
平
が
今
日
の
よ
う
に
強
権
的
な
指
導
者
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
気
配
は
な
い
。

　

調
整
型
の
「
弱
い
」
リ
ー
ダ
ー
か
ら
権
力
が
集
中
す
る
「
強
い
」
リ
ー
ダ
ー
へ
の
転
換
は
、
第
二
期
胡
錦
濤
政
権
の
教
訓
を
経
た
も
の
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だ
っ
た
。
集
団
指
導
体
制
が
定
着
し
た
結
果
、
指
導
部
内
の
分
権
性
が
強
ま
り
、「
九
龍
治
水
」
の
様
相
を
呈
し
、「
船
頭
多
く
し
て
船
山

に
登
る
」
状
況
が
発
生
し
た  

   47

。
胡
錦
濤
総
書
記
は
政
治
運
営
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
任
期
を
終
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
第
二
期
胡
錦
濤
指
導
部
の
一
員
で
も
あ
っ
た
習
近
平
は
内
部
か
ら
そ
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
い
た
。
こ
の
反
省
と
し
て
、
習

近
平
政
権
に
お
い
て
は
総
書
記
が
あ
る
程
度
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
だ
と
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
党
内
に
形
成
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
二
〇
一
二
年
の
党
大
会
時
に
胡
錦
濤
が
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
に
留
任
す
る
こ
と
な
く
完
全
引
退
し
た
こ
と
も
、
習
近
平
の
権
力

集
中
に
貢
献
し
た
。
し
か
し
、こ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
い
つ
ま
で
有
効
だ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
一
旦
権
力
を
強
化
し
て
し
ま
え
ば
、

そ
の
権
力
を
も
う
一
度
制
限
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
。改
革
を
前
に
進
め
る
た
め
の
権
力
集
中
は
い
つ
し
か
個
人
支
配
体
制
に
転
換
し
、

集
団
指
導
体
制
は
み
る
み
る
後
退
し
て
い
っ
た
。
二
〇
二
四
年
現
在
の
展
開
は
、
二
〇
〇
七
年
当
時
、
共
産
党
の
指
導
者
た
ち
も
全
く
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
事
態
で
あ
ろ
う
。
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局
『
紅
の
党　

完
全
版
』
一
九
五
頁
、比
嘉
清
太
「
党
エ
リ
ー
ト　

冷
遇
の
最
後　

李
克
強
氏
死
去　

世
渡
り
下
手　

習
氏
と
逆
転
」

『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
八
日
。
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44　

朝
日
新
聞
中
国
総
局
『
紅
の
党　

完
全
版
』
一
九
五
頁
。

45　
Grace T

soi and Sylvia Chang 

“How
 X

i Jinping M
ade H

im
self U

nchallengeable,

” BBC, 17 O
ctober 2022 

（https://w
w
w
.bbc.

com
/new

s/w
orld-asia-china-63210545

）.

46　

矢
板
明
夫
『
習
近
平　

共
産
中
国
最
弱
の
帝
王
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
二
年
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
研
究
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
政
策
関
係
者
に

広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

47　

角
崎
信
也
「『China Report

』V
ol. 9　

習
近
平
政
治
の
検
証
④
：　

集
権
の
ジ
レ
ン
マ　
　

 

習
近
平
の
権
力
の
現
状
と
背
景
（
下
） 　

」
日
本
国

際
問
題
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
二
月
一
六
日
（https://w

w
w
.jiia.or.jp/colum

n/ChinaReport09.htm
l

）。

（
り
・
こ
う　

比
較
政
治
）
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